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The effect of functional aspects of assertive behavior on 
adaptation in undergraduate and graduate students
Abstract
　The purpose of this study was to examine the effect of functional aspects of assertive behavior in 
undergraduate and graduate students on stress responses and adaptation in interpersonal relationships. 
A questionnaire survey was conducted with university students and graduate students using a scene-
assuming method, and data from 102 participants（47 male, 54 female, 1 other; mean age = 21.8 ± 4.01）
were analyzed. As a result, regardless of the form of assertive behavior, it was hypothesized that the 
degree of functioning had an effect on stress responses and the sense of adaptation in interpersonal 
relationships, but the more participants carry on non-assertive behavior, which is one form of assertive 
behavior, the more stress responses they showed. Furthermore, it was shown that emotional factors such 
as anxiety and anger cause a certain number of conditions that lead to maladaptation including increased 
stress response. These results suggest that in non-assertive behavior, the cognitive evaluation of stressors 
does not change, and a stress response may occur more frequently. In addition, they suggest that it is 
necessary to assess the degree of emotional perception when performing interventions that promote the 
performance of assertive behavior in order to improve adaptive states. In the future, it will be necessary to 
undertake a more empirical examination by measuring feedback from others.
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怒り 経験 怒り 経験 怒り 経験 怒り 経験 怒り 経験 怒り 経験
M 76.83 37.50 77.17 50.17 71.83 47.17 86.17 36.50 54.83 44.50 51.67 43.33
SD 18.87 25.76 19.55 29.96 19.59 22.58 12.98 27.07 24.93 26.79 26.92 27.33





































































遂行の程度の主効果が有意であり（F（1, 98） = 4.93, 




















M SD ストレス反応 適応感
行動遂行程度
　主張行動全体 104.43 19.88     .25 * -.05
　主張的行動 42.75 7.57  .13  .09
　攻撃的行動 37.94 13.51     .20 * -.09
　非主張的行動 23.75 4.92  .28 ** -.12
対人効果性
　主張行動全体 329.19 47.99  .15 -.03
　主張的行動 132.27 18.86  .02  .13
　攻撃的行動 129.27 28.30  .17 + -.11
　非主張的行動 67.64 9.79   .19 + -.07
怒り特性 22.97 5.80  .61 **    -.40 **
不安特性 46.35 8.01  .65 **    -.39 **
ストレス反応 33.60 11.99 - -.46 **
適応感 33.93 6.08 - -
























































した。その結果，課題達成（F（2, 99） = 71.15, p< .01，
η2= .59），関係性の維持向上（F（2, 99） = 109.80, 
p< .01，η2= .69），自尊心の維持向上（F（2, 99） = 



























特性怒り -.28 * .42 **
特性不安 -.26 * .45 **
R 2 .25 ** .56 **
































（F（2, 99） = 10.74, p< .01，η2= .18），主張的行動
（F（2, 99） = 52.16, p< .01，η2= .51），攻撃的行動（F












































N  = 37
第２クラスタ
N  = 53
第３クラスタ
N  = 12 F値 多重比較（Tukey）
怒り特性 20.40 21.31 25.89   8.99** １≒２<３
(8.85) (5.23) (5.13)
不安特性 45.4 45.86 47.24 0.37 １≒２≒３
(11.87) (8.60) (6.55)
ストレス反応 35.8 32.25 35.39 0.88 １≒２≒３
(18.45) (11.99) (11.12)
適応感 31.2 34.68 33.13 1.29 １≒２≒３
(10.26) (5.97) (5.57)
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Appendix　場面ごとの主張行動
 
 
 
 
 
 
 
 
主張的 攻撃的 非主張的
勝ちたいから，試合近いし，練習しようよ。 意味わかんないんだけど。 へー，そっかあ
ほんの少しの時間でいいから，今日出来ないかな？ じゃあもういいよ。 えー，来ないの？
彼氏（彼女）と会うのは，試合終わった後にしてくれない？ 約束したのに来ないなんて，最低だね。 予定入っちゃったならしょうがないよね。
本気で言ってるなら，ペア解消するよ？ ふざけんなよ。 今日は仕方ないからいいけど，次は約束守ってね。
先に約束したんだから，こっちを優先して。 やる気あんの？ 試合よりも大事な予定なの？
そんなんじゃ負けちゃうって。
主張的 攻撃的 非主張的
本当に気にしているから，やめてくれないかな？ コンプレックスをネタにするって人としてどうかと思う。 そっかあ・・・
他にもっと面白い話あるじゃん。 人のコンプレックスでしか笑いとれないんだね。 盛り上がっているならしょうがないよね。
その話されると傷つくんだよね。 ふざけるな。 じゃあ別にいいよ。
じゃあBさんの気にしていることをネタにしても文句ないよね？ あり得ないんだけど。 じゃあ，もう少しソフトな言い方がいいな。
自分がネタにされたら，どう思う？ 無神経だね。 今日はいいけど，次からはやめてね。
そろそろ怒るよ。
主張的 攻撃的 非主張的
本当にごめん，明日朝早いから寝てもいい？ いい加減にしてくれない？ まだ寝ない？
明日もあるから休もうね。 うるさいんだけど。静かにして。 今何時？
もう眠いから寝るね。 その話ってそんなに大事？ うん，うん，それで？
話聞くのまた今度でもいいかな？ 早く帰ってよ。 こんなに長い時間話してたんだね。
朝早いから迷惑なんだけど。 へー。
いつまで話すつもりなの？
さっきも眠いって言ってたんだけど，人の話聞いてる？
場面１
場面２
場面３

